
 

 論理国語  

 

教科 科目名 単位数 
学年・コー

ス 
教科書名 副教材 

国語 論理国語 ３ 
２年 
A 進学 
G 一貫 

論理国語 
筑摩書房 

『ちくま文学購読 上級編』（筑摩書房） 
※３年次も使用 

『入試漢字マスター1800＋四訂版』（河合出版） 
※３年間継続使用 

 

学習目標 

・評論文の読解を通して、論理的に読解する姿勢を学ぶ。小説の読解を通して、豊かな感性を育み、言
語感覚を磨く。 

・現代文の根幹にある「近代」を理解し、現代を見渡す視点を獲得する。 
・言葉の意味・働き・用法・表現技法をよく理解し、日本語の語彙を豊かにする。 

学習の進め方 
評論の読解を通じて、論理に基づいた批判的／分析的読解力の基礎を学ぶ。語の意味や文と文の関係、
レトリックの役割等を意識し、テクストに書かれている内容に対して正確な理解に努める姿勢を大切に
すること。 

評価対象・方法 
定期試験に加え、平素の授業の中で週 1回程度、漢字テストを実施する。漢字テスト・漢字コンクール
の成績・日頃の学習課題の提出状況等を加味し、総合的に評価する。 

受講に向けての心

構えと準備 

学んだ知識をそれぞれ別個のものとしてしまうのではなく、相互につながりのあるものだということを
意識することが大切。全ての受験科目の基礎となる教科であるということを念頭に置いて学習を進めて
ほしい。また学習を通して視野を広げ、自主的に読書する習慣を身につけてほしい。多くの文章を読む
ことを通して、将来の受験小論文などにも役立つ礎を築いてもらいたい。 

 

 学習事項 学習内容 備考 

一
学
期 

①「物語るという欲望」内田 樹 
 
② 小説『神様』川上 弘美 

・物語は読者の関与により「思いがけない展開」を見せ
る。物語を「解釈」することの豊かさを味わう。 

・人間と「くま」とのやり取りを通して、物語文の読解 
方法と「解釈する」ことを理解する。 

第１回スタディサ
ポート（4月） 

中間試験 

③「ファッョンの現象学」河野 哲也 
 
④ 小説『山月記』中島 敦 

・ファッションとは何か。目に見える「現象」から目に見
えない「主張」を導き出す論理の組み立て方を学ぶ。 

・人間が虎になるという虚構に注目して、この小説の主
題について考察する。登場人物の心情を理解する。 

 

期末試験 

二
学
期 

⑤『近代の成立――遠近法』 
   橋爪 大三郎 
⑥「桜が創った『日本』」佐藤 俊樹 

・私たちが生きている「近代」の思考法や世界観を遠近
法という絵画の技法に注目して捉える。 

・日本における桜と人間との関係について「人工/自
然」に注目し、視点を反転させる論理をつかむ。 

第２回スタディサ
ポート（9月） 
漢字コンクール① 
 

中間試験 

⑦ 小説『こころ』夏目 漱石 ・近代の代表的な小説を読むことによって、近代という
時代や、時代と人間との関係について理解を深める。 

第１回進研模試
（11 月） 

期末試験 

三
学
期 

⑧「である」ことと「する」こと 
   丸山 眞男 
⑨ 詩歌（韻文に親しむ） 
宮澤賢治「永訣の朝」 
斎藤茂吉「死にたまふ母」・俳句抄 

・日本社会に浸透している「二つの論理・価値」に関する 
キーワードに注意しながら現代日本の根源を探る。 
・詩・短歌・俳句を読み、それぞれの形式や表現の特色を
理解し、そこに描かれた世界を味わう。 

第２回進研模試（1
月） 
漢字コンクール② 

学年末試験 


